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熊本地震被災地訪問 （ボランティア＆避難所視察） 報告 

スタート地点（県総合運動公園前） 

髙橋とおる   岡山県議会議員  

 おかやまマラソン 今年も走ります！  

「おかやまマラソン２０２６」は、１１月８日（日）に開催されます。私は、フルマラソン（４２．１９５㎞） の

部にエントリーし、抽選の結果、当選が決まりました。今年も何とかスタートラインに立てそうです。お

かやまマラソンは２０１５年に初めて開催され、以後毎年行われていますが、コロナ禍で2回中止と

なり、今年が10回目になります。私は、抽選漏れした3回を除き、６回フルマラソンを完走していま

す。全国で数多くのシティマラソンが開催されるようになり、競争過多になっていることに加え、ここ

数年は物価高騰で参加費も高額になっており、「定員割れ」に陥っている大会も少なくないと聞き

ます。おかやまマラソンは、参加者の満足度が高い大会として評価されており、今年の競争率も2.1

倍と人気を維持しています。その分、抽選に外れやすいとも言えるので、当選できてよかったです。 
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ボランティア活動報告 

避難所視察報告 

八代市総合体育館（八代トヨオカ地建アリーナ） 

八代総合体育館 避難世帯122/避難者199人 

八代市立第二中学校 避難世帯51/避難者88人 

太田郷コミュニテイセンター 避難世帯32/避難者57人 

【視察した避難所】 避難世帯/避難者の数は9月13日時点のもの 

ボランティア作業の翌日は、大倉裕一・八代市議会議員の案内で、3か所の避難所

を視察しました。アリーナなどの運動施設を使った大規模避難所や、中学校の体育

館を使用した避難所、地域のコミュニティセンター（規模の大きい公民館のような施

設）内に設置された避難所など、それぞれ規模の異なる避難施設を訪問し、運営に

携わっている方や避難者、ボランティアの方などからお話を伺いました。 

発災から2ヶ月近くが経過し、いずれの避難所も、市の直営から、運営を民間事業者

に委託する形態に移行していました。全ての避難所が空調完備で、避難者には、個

人または家族単位で段ボールベッドや簡易テントなどが割り当てられ、支援物資や

炊き出しなどの提供も、混乱なく行われていました。店舗が被災し営業が出来なく

なった珈琲店の従業員の方が、ボランティアで避難所の皆さんに珈琲を振舞ってい

る現場に偶然遭遇したところ、私たちにも美味しい珈琲を淹れてくれました。 

 訪れた３箇所の避難所は、いずれ

も避難者の大半が高齢者でした。もともと八代市の高

齢化率は４０％超で、高齢化が進んでいたことに加え、

今回の地震では、１９８１年以前の古い耐震基準で建

てられた建物の損壊が激しく、そのような古い家にお

住まいの方の多くが高齢者だったという背景もあるよ

うです。独居で家族がいないご高齢の方も多く、足腰

が弱っていたり、体温調節期機能が低下していたり、

認知能力に衰えが見られる方が多くいらっしゃいまし

た。避難所にも老人福祉施設のような機能が求めらて

いる実態を目の当たりにし、発災時の避難者の高齢

化問題について、改めて考える機会になりました。超

高齢化が進む我が国で、自然災害が相次いでいま

す。対策が急がれます。 

とおるの感想 

シルバーウィークは、国民民主党の仲間と一緒に、7月に発生した地震で甚大

な被害を受けた熊本県八代（やつしろ）市を訪問。2泊3日の日程で被災地復

旧ボランティアの活動に参加し、避難所の視察なども行いました。 

前衆議院議員の鳩山紀一郎氏（東京2区）、福田玄氏（広島2区）のほか、私を

含む地方議員など総勢10名が、倒壊したブロック塀の撤去作業などに汗を流

しました。４つの倒壊現場を掛け持ちし、朝から夕方まで屋外での作業に従事。

気温が30度を超える中での長時間の力仕事は、還暦前のおじさんにはキツ

かったですが、依頼された仕事を怪我無くやり遂げることが出来ました。 

太田郷コミュニティセンターの避難所で、ボランティアでコーヒーを振舞う

「スターバックスコーヒー・ゆめタウン八代店」のスタッフの皆さん。 

高橋雄大岡山市議と共催で行う「県政・市政報告会」。今回は中区高屋の東公民館で開

催。私からは、県の人口減少対策について、現状報告と政策提案を行いました。 

県議会総務委員会で総務省を訪問。消防庁で

山林火災への対応についてヒアリング。 

「若者や若い女性の転出超過」が問題なら、当事者に話を聞こうということで始まった「若

者・若い女性との意見交換会」。いただいた声は９月議会の質問に反映させました。 

労働団体が主催する旭川荘

の草刈りボランティアに参加。 

会派「民主・県民クラブ」有志と連合岡山幹部

役員さんとの合同研修で、島根原発を視察。 

この日の朝街宣は新京橋。猛

暑続きで日焼けが半端ない。 

ファジアーノ岡山の激励会。

“推し”の藤田息吹選手と。 

古巣の天満屋グループ労働組合

連合会の大会で県政報告。 



 県議会９月定例会 一般質問報告  

【質問】「おかやま縁結びネット」の成果と費用対効果評価 

 

【質問】自動車・半導体クラスター計画について 

 

１．結婚支援について ２．若者・女性の転出超過対策 

出会い・結婚サポートセンター開設から11年で公費約9.2億

円が投入され、成婚は約750組。 事業の成果と課題を伺う。

また、事業の費用対効果を県民にどう説明するのか。 

【答弁】子ども・福祉部長 

 
成婚率向上へマッチングアプリ機能やイベントの改善を図ると

ともに、事業成果や費用対効果について県民へのわかりやす

い情報発信に努める。 

【質問】若者の経済的不安解消と支援枠組みの再構築 

国の最新の調査では、未成年者の３５％が「結婚するつもりな

し」と回答。理由の1位は「所得・将来不安（40％）」。国や自

治体の少子化対策は、保育園整備や教育費無償化など「子

どもが生まれてからの支援」に偏っていないか。子どもがいな

い、結婚していない若者への支援にも目を向ける必要がある。

県も、「出会いの場の提供」にとどまらない、この層に向け、雇

用安定、所得向上、生活基盤支援等を強化すべきでないか。 

【答弁】知事 

 
関係部局と連携し、若者の就労・所得の安定や生活基盤の支

援を一体的に進め、結婚・子育てを望む若者を総合的にバッ

クアップする取り組みを強化したい。 

【質問】「選ばれる岡山」に向け、どう取り組むか 

人口減少対策を軸に据え、若者・女性から「選ばれる

岡山」の実現に向け、幅広く質問・提案を行いました。 

若者・女性から「選ばれる岡山」の構築にどう取り組むのか。 

【質問】若い女性の転出超過対策 

近年、県では20代前半女性の転出超過が悪化している（直

近10年の悪化率は全国ワースト1位）。20代後半女性の転出

超過率も全国ワースト13位と高い水準にある。受け止めは？ 

【答弁】知事 

20代前半女性の流出は、都道府県の中心的な都市の規模に

概ね連動していると言われている。他県に比べ岡山は保守的

な傾向が強く、それが若い女性の転出を止めていたが、この

10年で他県並みになり流出が加速したという仮説があり、私

もそうかもしれないと考えている。また、20代後半女性の流出

は転職や結婚等が影響している可能性が高いと考えている。 

【答弁】知事 

大都市からの本社移転等、企業の地方移転が進むよう、国に

提案するとともに、知事会を通じても働きかけていきたい。   

また、若者・女性が県内に住み続けながらリモートワークで都

市部のデジタル業務への就業を目指す取組や、若者と県内企

業経営者との意見交換会を実施し、若者と県内企業との交流

や接点づくりを強化している。 

【質問】具体的数値に基づく「岡山の豊かさ」の戦略的発信 

岡山県の労働者の年収は全国平均以上、大都市に比べ生活

コスト・住宅費が安く、通勤時間も短い。「実質的な豊かさ」

「暮らしやすさ」は全国屈指だが、それが十分にPRされていな

い。SNSなど若者に届くツールを使って、具体的な数値を示し

「リアルな経済メリット」をわかりやすく発信すべし。 

【答弁】総合政策局長 

生活コストの安さや暮らしやすさなどに岡山の強みを、内外へ

分かりやすくPRする。年末年始の帰省時期に合わせテレビ番

組やTikTok,YouTube動画などで、主に若者に向けた戦略

的発信を強化する。 

 人口減少対策を考えるうえで、直視

しなければならないのは、かつてのように人口増加やV字回

復を実現することは極めて難しいという現実です。 

したがって自然減対策では、出生数や合計特殊出生率と

いった数値目標だけを追うのではなく、その数字を左右する

要因に目を向ける必要があります。結婚や出産は個人の選

択ですが、所得や雇用、住居、子育て負担、将来への不安等

によって、結婚したい、子どもを持ちたいという希望が叶わな

い状況を減らすことは、行政の重要な役割です。こうした希

望と現実のギャップを縮め、結果として出生数の減少を抑

え、人口減少のスピードを緩和していくことが、現実的な自然

減対策だと思います。 

社会減対策も、「岡山から出ていく若者を食い止める」という

消極的な発想から脱却し、魅力的な地域をつくり、若者や女

性をはじめ多くの人から「選ばれる岡山」を構築するという

能動的な視点が求められます。 

他方で、地域経済を力強く回し、持続可能な地域社会を守

るには、一定の人口規模を維持しようとする強い覚悟と戦略

も必要です。人口減少という抗いがたい潮流を受け止めつ

つも、地域の成長・発展、持続可能性を追求していくという観

点から質問を行いました。 

とおるの見解 
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３．地域産業クラスター計画 ４．岡山版「結い保険」の提案 

【答弁】知事/産業労働部長 

  
地域産業クラスター計画とは、地域

内の企業、大学、金融機関、自治体などをつなぎ、それぞれ

の地域において特定の産業分野で集積と成長を進める計

画です。高市版地方創生とも言われる「地域未来戦略」を

地域で具体化するため、 都道府県知事等が、自分たちの

地域において、どの産業に重点的に投資するのかを定め、

国に計画書を提出し、申請が認められたら、そこに国の支援

策（補助金やインフラ整備等への財政支援）が投入される

仕組みです。 

岡山県では、同計画の重点分野として、「自動車関連分野」

と「半導体関連分野」を特定し、それぞれ分野における産

業・企業群への投資計画を策定し、公表しています。GX関

連分野も検討対象ですが、現時点では策定保留中です。  

質問の背景 

計画には、総額600億円の投資目標が掲げられているが、こ

れは既存企業の投資計画のうち、公表可能なものを寄せ集め

たものという印象を受ける。新規投資や設備投資を新たに呼

び込む、行政としての「攻めのシナリオ」が見えづらい。独自の

支援策にどう取り組むのか。 

計画策定を契機に、新たな投資の呼び込みと企業連携を推

進する。従来の施策にとどまらず、民間の投資意欲を惹き付け

る環境整備に注力する。 

 私は、高市政権の「地域未来戦略」

の「政策手法のあり方」について、少し疑問を持っています。 

というのは、本来、どの分野にいつ・どれだけの投資を行うべき

かを最も的確に判断できるのは、費用対効果や市場のトレン

ドに極めて敏感な「民間企業」だと思うからです。 

国や自治体など「官」が、自動車や半導体といった特定の産

業や事業をあらかじめ特定し、そこにピンポイントで補助金な

どを配分するやり方は、技術の進歩、産業構造や市場の変化

等が著しい現代において、非常に危うく感じます。行政が「勝

ち筋」を予測できるのか甚だ疑問ですし、選択を誤った場合

とおるの見解 のリスクは大きく、市場を歪めてしまう懸念もあります。 

投資先の判断はリスクを取る民間企業に委ね、官の役割とし

ては、即時償却や大幅税額控除など税制面での強力なイン

センティブ措置や、インフラ整備や規制緩和等に注力すること

だと思います。その方が、民間の投資意欲を底上げし、結果と

して大きな成果に結びつくのではないかと考えています。 

既に国の枠組みの中で動いている計画なので、県としては、

この仕組みに乗っかって計画書を提出し、補助金の獲得を目

指すしかないことは理解した上で、あえて議会でも問題提起

をさせていただきました。 

  結い保険とは 

【質問】岡山版結い保険の提案 

本県の強みである自然災害の少なさと、関西圏とのアクセス

の良さを生かし、大阪市や神戸市などの大都市を念頭に、上

記の「結い保険」のような制度を導入し、広域防災と関係人口

創出を一体的に推進することを提案する。 

長野県飯田市と東京都品川区の間で運用されている制度

で、品川区で震災などの大規模災害が発生し、自宅での生

活が困難になった場合、飯田市の宿泊施設（ホテル、民泊

施設など）を避難先として無償提供する仕組み。平時も、年

1回飯田市の特産品が届くほか、抽選で10名の方に、無料

で「飯田市一泊2日体験ツアー」を提供しています。 

加入対象者 品川区に在住・在勤・在学の方 

年会費 
1人10,000円  2人15,000円    

3人20,000円 

災害時 

品川で災害救助法が適用された場合、自宅で暮らせ

ない加入者を、ホテルや農家民泊などで最大 6泊7

日受入れ。（宿泊費・食費が無料） 

平時 

年1回（12月）に飯田市の特産品が届く。 

体験ツアー招待（1泊2日、宿泊・体験無料） 

※飯田市が、本年4月1日～5月31日の間、先着順で

申し込みを受け付けたところ、10日で定員100名に

達したそうです。 



